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（要旨）　恐竜と鳥類とみられる足跡化石が福井市東部の手取層群から新たに産出した．足跡化石が産
出する層準は，小和清水砂岩層下部から上部にまで拡大することが明らかになった．この地域の手取
層群では，恐竜などの足跡化石はほぼ全域から産出する可能性があるものと考えられる．
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１　はじめに

　2004年以後，福井市東部（旧美山町）の足羽川中流
域に分布している手取層群から，貝類，硬鱗，カメ類
の甲板片，小型爬虫類の大腿骨などの化石が発見され，
この地域の手取層群は，白亜紀前期の石徹白亜層群
に属するのが妥当であると指摘された（安野，2004；
2005）．一方，山田ほか（2008）は，層序の再検討を
行い，ほぼ境寺互層と上位の小和清水砂岩層（前田，
1961）をまとめて小和清水砂岩層と再定義し，小和清
水砂岩層を白亜紀前期の石徹白亜層群に位置づけた．
ここでの地層名はこれに従っている．
　2008年８月26日，福井県立恐竜博物館は，足羽川の
河川改修工事に伴って転石および露頭（工事で埋没）
から恐竜・鳥類の足跡化石が産出したことを発表した．
これを契機に朝谷と隣接の小宇坂から恐竜の足跡化石
が産出することが明らかになった（安野，2008）．そ
の後の調査により，新たに恐竜足跡と鳥類のものと見
られる足跡化石が，層序的にかなり上位の層準にわた
り産出することが確認された．以下に，下部の層準か
ら順に産地ごとにいくつかの化石ついて報告する．

２　足跡化石の産地

　恐竜の足跡化石は新たに７地点（Loc.４～ Loc.10）
から，鳥類と見られるものが１地点（Loc.４）から産
出している（図１）．化石産地の番号は，地域全体を
見わたせるように，前報告（安野，2008）からの通し
番号をつけている．

３　足跡化石

⑴　Loc.４産の鳥類と見られる足跡化石と恐竜足跡化石

　朝谷南東部の垂直の崖下の転石から，２点の鳥類の
ものと考えられる足跡化石が産出した（図２－Ａ，Ｂ）．
標本Ａは，泥岩の表面に印されているもので，かすか
に残る痕跡から推定すると複数個の足印が存在してい
るものと考えられる．１個の凹型の指印は比較的明瞭
で，３，４個の指球痕があり，先端には爪の跡と見ら
れるものが認められる（図中の矢印）．標本全体の印

図１：化石産地図
Loc.４－10は本報告の足跡化石産地を示す．Loc.１－13は既報
の足跡化石産地（安野，2008）である．国土地理院発行の
1/25,000地形図「河和田」および「永平寺」の一部を使用．
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図２：Loc.４産の鳥類と見られる２個の足跡化石

図３：Loc.４の地層下面の恐竜足跡化石
スケールの１目盛（C，D）は１㎝を示す．

図４：Loc.５産の工事中に現れた恐竜と見られる足跡化石

跡の長さは約40㎜で，最大幅は約５㎜である．かすか
に残る痕跡から求めた，総指間角は大きく約120°であ
る．現在この標本は劣化が著しい．
　標本Ｂは，標本Ａよりやや太い凸型の２指印であ
る．右側のものが第Ⅲ指の指印で，その先端部が不鮮
明である．最も右側の指印は欠損しているが，かすか
な痕跡から求めた総指間角は約120°と推定される．こ
れはかなり小型の恐竜のものである可能性も否定でき
ない．両者の母岩の岩質は一致していない．
　標本Cと標本Dは，崖下の転石中の恐竜足跡化石で
ある（図３）．標本Cは，砂岩に印された弱く凹んだ
足印で，足底の一部を欠いている．足印幅は約20㎝で
ある．標本Dは，泥質部に印された２足印である．右
側の標本の足印長と足印幅は，共に11㎝である．
　標本Eは，地層下面に残されているもので，下方に
突出している．この周辺にはほかにいくつか足印がみ
られる．
⑵　Loc.５産の恐竜とみられる足跡化石

　朝谷の県道拡幅工事で現れた法面の地層面上に，複
数の恐竜と見られる足跡化石が産出した（図４）．標
本は浅く凹んだ不明瞭なものが多く，露頭は工事で削
剥された．

⑶　Loc.６産の恐竜と見られる足跡化石

　朝谷北部で，リップルマ－クが砂岩と泥岩の粗い互
層中に存在する．標本（図５）は，崖下の転石で，リ
ップルマ－ク上に少なくとも指印の先端部と考えられ
る２個の突出が印されている（図中の矢印）．崖の上
部にリップルマークが確認できる．
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兵庫県豊岡市の中新統から産出した哺乳類足跡化石

図５： Loc.６産の恐竜と見られる足跡化石

図７：Loc.８産の恐竜と見られる足跡化石

図８：Loc.９産の恐竜足跡化石と皮膚痕と見られるもの

図６：Loc.７の地層上面の恐竜と見られる足跡化石

⑷　Loc.７産の恐竜と見られる足跡化石

　朝谷の林道脇の地層面上に見られる凹型のもので
ある（図６）．足印は図の左上に向いている．

⑸　Loc.８産の恐竜と見られる足跡化石

　標本は上新橋東方の露頭の地層下面に見られる（図
７）．重複した２足印と考えられ，指印と見られるも
のが長くのびている．

⑹　Loc.9産の恐竜足跡化石

　標本（図８）は，小和清水南部の崖下の転石中もので，
両面とも存在する．１個の指先の一部に，中央に突起を
もつほぼ六角形の突出が数個印されている．これらは皮
膚痕の可能性がある．この突出の大きさは４～５㎜である．
　この崖の数10ｍ北側の地点で大規模な崩落が起こ

り，崩れ落ちた岩石中から恐竜足跡化石が産出した（図
９のA，B，C）．
　標本９Aは，泥質岩に印され，足部底の一部を欠く
が，２個の指印が明瞭であった．全体の足印長は40㎝
ほどである．これは復旧工事で埋没した．標本９ B は，
泥質岩に印された凸型のものである．これは，足底部
の一部を欠くが，３個の指印が保存されている．足印
長（保存部分のみ）と足印幅は共に約30㎝である．標
本９Cは，砂岩の表面に印された凸型のもので，少な
くとも２足印が重複している．母岩の中央部の白線で
記したものが，１つの足印と見られる．輪郭部は崩れ
ているが，足印長と足印幅は約38㎝と30㎝である．こ
れら３個の母岩の岩質が異なり，足跡化石を含む地層
の層準は同一でない．

⑺　Loc.10の地層の断面と恐竜の足跡化石の可能性があるもの

　獺ケ口南部の砂岩互層の一部に，恐竜足跡化石を残
すと見られる地層の断面が見られる（図10の矢印）．
右側矢印の部分では凹みが泥質堆積物で埋積され，左
側矢印の部分では微かな印跡の一部と見られる痕跡が
残っている．また，これより数10ｍ南の地点では，恐
竜の足跡化石の可能性がある，地層下面に突出した構
造が存在する（図11）．これについては堆積構造の可
能性も残っている．なお，これらと隣接する足羽川河
床では，河川改修工事に伴い一時的に出現して消滅し
た，大きな直立樹幹（直径約１ｍ）と見られるものが
存在した．

４　まとめ

　福井市東部の手取層群小和清水砂岩層から，新たに
恐竜と鳥類と見られる足跡化石が産出した．足跡化石
は，本層の下部から上部にかけての幅広い層準から産
出しており，その産出層準と分布はさらに拡大する可
能性がある．
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図10：Loc.10の恐竜足跡化石を残すと見られる地層の断面

図11：Loc.10の地層下面の恐竜足跡化石の可能性があるもの

図９： Loc.９産の恐竜足跡化石
標本９Aは工事で埋没し，標本９Cは福井市自然史博物館が所
蔵している．
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Fossil footprints of dinosaur from the Tetori Group 
in the Eastern part of Fukui City，Fukui Prefecture，
Japan （Ⅱ）
Toshikatsu YASUNO

Abstract
   Additional fossil footprints of dinosaur and bird（Aves）
were found from the Tetori Group in the eastern 
part of Fukui City,  Fukui Prefecture. These fossils 
exist widely from the lower to the upper part of the 
Kowashimizu Formation．
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